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どうどう ごみごみ 応援しています！

1975年（昭和50年）
茨城県阿見町生まれ 46歳
●県立土浦二高等学校卒
●流通経済大学社会学部社会学科卒
●1998年 ジャスコ株式会社入社
 笠間店、今市店、下妻店等に勤務
●2007年 イオンリテール労働組合
●2021年 連合茨城執行委員
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●ホームページ
https://dougomi.jp/

働くなかまを
笑顔に！

1

誰もが笑顔で安心して
働き続けることができる
社会にします。

地域を
笑顔に！

3

茨城の魅力を
日本に・世界に発信し、
笑顔を届けます。

暮らしを
笑顔に！

2

誰もが安心安全と思える
暮らしを実現し、
笑顔あふれる
茨城にします。

茨城から笑顔あふれる日本をめざします！
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立憲民主党は、地域の皆さまの声を受け付けています

立憲民主党
茨城県総支部連合会

所属議員等

生活安全保障とは？

立憲民主党代表  泉 健太

感染症や武力侵攻、気候変動など国際情勢が大きく変化しています。立憲民主党はこうした重要
課題に真正面から取り組みます。その起点となるのが「生活安全保障」という考え方です。
生活安全保障とは、まさに一人ひとりの「生活」の安全を保障すること。生活を破壊する急速な物
価高に、政府・日銀はさらに対策を講じるべきではないでしょうか。「人への投資」としての「教育の
無償化」を強力に進めるべきです。
そして、食料、エネルギー、経済、防衛などの各種安全保障政策を「生活」を起点に再構築すべきで
す。「生活安全保障」は、命と暮らしの視点から、日本を力強く再生させる、新たなキーワードです。

「生活安全保障３本柱」

○ 円安放置のアベノミクスから脱却
○ ガソリン・小麦の値上がり防止
○ 消費税を時限的に5％へ
○ 最低賃金を段階的に1500円へ
○ 「物価に負けない年金」へ
○ 月1万円の家賃補助

物価高と戦う
○ 小中学校の給食費を無償化へ
○ 高校・大学授業料を無償化へ
○ 児童手当の延長と所得制限撤廃
○ 科学研究費の倍増と人材育成
○ デジタル人材など社会人の
　 リカレント教育強化
○ 子ども・子育て関連支出を
　 対GDP比3%台に
　（財源は「教育国債」を発行）

教育の無償化
○ 新領域（サイバー・宇宙・電磁波）や
　 情報戦など新たな分野に対応を
○ これまでの日米の役割分担を前提としつつ
　 「日米拡大抑止協議」の活用を
○ 尖閣を守る領域警備法を制定へ
○ 防衛費は2％目標ありきでなく、あ
　 くまで必要な予算の積算で確保する

着実な安全保障
～国民の「生活」こそ安全保障の起点～

カーボンニュートラルと雇用の公正な移行
●再生可能エネルギーを基本とする分散型エネルギー社会を構築する
●原子力エネルギーに依存しない原発ゼロ社会を一日も早く実現する
●関連産業で働く一人ひとりの雇用の公正な移行と影響を受ける地域の振興に取り組む

●象徴天皇制のもと、「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」を堅持する
●立憲主義を深化させる観点から未来志向の憲法論議を真摯に行う

立憲主義に基づく民主政治


